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旺文社 教育情報センター　23年1月


平成23年度で4年連続となる医学部医学科（以下、医学部）の入学定員（以下、定員）の増加につき、22年12月に国公私立26大学から計77人の申請が出され、同月末にすべて認可された。これで医学部を設置している79大学の定員の合計は、8,923人の過去最多となった。

各大学の具体的な増員内容は、すでに予告を行っていた大学はあるものの、12月末の認可以降、ようやく明らかになった。ここでは「どの入試方式で何人増員なのか」を一覧にまとめて紹介する。

すでに入試直前期となり、出願校が固まっている受験生も多いだろうが、大きなチャンスとなる受験生もいるはずだ。冷静に判断したうえで、医学部合格をつかんでほしい。


◆　　　　◆　　　　◆


次ページに今回の定員増を行う大学について、入試方式別に募集人員をまとめた。認可前に各大学から公表された募集要項には、当然増員数は含まれていない。そこで「募集要項定員→増員後定員」で比較ができるようにした。

国公立大では前期日程での増員が多数派。信州大・神戸大・福島県立医科大では、センター試験を課す推薦で増員する。私立大では一般入試での増員がほとんどだ。

　また、参考として22年度の数値も掲載した。22年度の実際の入試は「22年度 増員後定員」で行われており、それとの比較も必要だからだ。多くの大学はそのまま「23年度 募集要項定員」にスライドさせているが、各入試方式に配分し直している大学もあるため、注意してほしい。

〈東京医科歯科大の例〉




　なお、今回の定員増は、文部科学省により(A)地域の医師確保、(B)研究医養成、(C)歯学部定員振替、の3つの枠が用意され、各大学はそれぞれの目的に応じて申請、認可を受けている。(A)は入試の段階で地域枠を設定する大学と、入学してから希望者を募って選考・選抜する大学がある。(B)(C)は入試に特別な選抜枠が用意されるわけではなく、いずれかの入試方式にその分の募集人員が増加される。


●23年度　医学部　大学別・入試方式別　増員状況





23年度内で比較すると前期で5人増（76→81人）だが、22・23年度の「増員後定員」同士で比較すると、前期で1人増（80→81人）、4人の推薦枠が新設されたことがわかる。







23年度　医学部定員増



増員される入試方式はコレだ！







国公立大は前期日程、一部で推薦、私立大は一般入試が多数派！
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